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01 事業所概要

• 職員構成
◆介護職員 27名

 平均年齢 42.6歳（25歳～68歳）

◆看護職員 5名
 平均年齢 45.0歳（38歳～49歳）
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02
取組概要・流れ
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02 取組概要・流れ

• 情報収集
• 経営層からのキックオフ宣言
• プロジェクトチームの立ち上げ、メンバーの役割分担の決定

5・6月

• 気づきシートの収集
• 緩やかな因果関係図の作成
• 課題解決の道筋の文章化の作成

7月

• 導入計画書の作成 7・8月

• 導入準備
• 手順書・マニュアルの作成
• テクノロジーの活用
• 小さな改善事例の共有

9-1月

• KPIの測定（目標値vs実績値）
• 目標値と実績値に差異が生じた際の要因等の検討

10-3月

• 要因に対する対応策の検討
• 導入計画書/取組内容の見直し

10-3月

今回の取り組みにおける、主な実施事項・流れ



© 2025 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc. 9

03
取組結果・成果
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• 情報収集
◆インテックス大阪で開かれたCareTEX大阪での情報収集 ◆数多くの企業の方との打ち合わせを実施

03 取組結果・成果

【手順１】改善活動の準備をしよう
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• 組織を巻き込む取り組み
◆法人 理事長 事務長へのプレゼンテーションを実施

私が以前に勤めていた介護施設において
「眠りSCAN」を使用していたため
その効果および、導入後に収益にも寄与する

事をプレゼンテーションさせて頂く。

03 取組結果・成果

【手順１】改善活動の準備をしよう
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• プロジェクト実行体制

03 取組結果・成果

【手順１】改善活動の準備をしよう
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03 取組結果・成果

【手順2】現場の課題を見える化しよう

• 因果関係づくり
◆職員間の連携不足
◆介護、看護記録を確認する際の「ムダ」
◆申し送り時間の「ムダ」
◆居室内での転倒事故 多発
◆夜勤帯業務（巡視）の必要性
◆夜間オンコールへの不安

◆駐輪場が狭い
◆建物の構造上「死角」が存在する
◆PHSの台数不足
◆出退勤の打刻漏れが多い
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03 取組結果・成果

【手順3】実行計画を立てよう

• プロジェクトの目的 ～見守り機器 導入による介護業務の効率化～
◆現状
居室内での、入居者様の様子を把握するためには「訪室 巡視」する必要があり
夜勤帯 2時間毎の巡視を行っている。必要か否か、疑問に感じ又、夜勤者の負担
にもなっている。

◆介護ロボットの導入
眠りSCAN+オプションセンサー

◆設定したKPI
夜勤介護士の勤務中の「歩行数」
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03 取組結果・成果

【手順3】実行計画を立てよう

• プロジェクトの目的 ～介護、看護記録を確認する際の「ムダ」の解消～（看護職員目線から）

◆現状
介護記録を「紙」に頼っており、それぞれの各階に保管をしている
そのため、看護職員が「介護記録」を確認するためには、各階へ移動して記録用紙を確認
する必要がある

◆介護ソフトの導入
ケアカルテ（ケアコネクトジャパン社）

◆設定したKPI
看護師の勤務中の「歩行数」
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03 取組結果・成果

【手順3】実行計画を立てよう

• プロジェクトの目的 ～申し送り時間「の「ムダ」の解消～（介護職目線から）

◆現状
全ての介護記録を「紙」に頼っていることから、夜勤職員から日勤職員への申し送り
を読み上げて共有する必要があり、申し送りに時間がかかっている

◆介護ソフトの導入
ケアカルテ（ケアコネクトジャパン社）

◆設定したKPI
申し送りに要する時間
ケース記録に要する時間
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03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～導入準備～

• 導入機器 介護記録 ケアカルテを中心に進めたため、機器選定の選択肢は無くなった

 
眠りSCAN

パラマウント社

ナース エコール
名電通社

インカム
OpenComm2
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03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～導入準備～

• 職員研修 介護ロボット（ICT機器）導入済み 活用している施設への見学を実施
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03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～手順書・マニュアルの作成～

• マニュアルに関して ～眠りSCAN～
◆眠りSCAN
私自身が、使用した経験を元に
マニュアルを作成

◆勉強会を実施
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03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～手順書・マニュアルの作成～

• マニュアルに関して ～ケアカルテ～
◆介護記録 ケアカルテは
E-Learningでの学習を進める

◆施設内 各階のパソコンに
E-Leareningをダウンロードし
活用する
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03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～テクノロジーの活用～

• スケジューリング ～眠りSCAN～
◆2024年12月18日 使用開始
 まずは3階 24室で導入 10日後、12月29日から全てのフロアで使用開始

◆課題
眠りSCAN+オプションセンサーは体動で敏感に反応するため、センサー反応のたびに
訪室する事となった。
センサー反応あり、実際に確認すると「寝返り」だったケースも多々見られ、訪室回数が
増えるケースも多くあった
眠りSCANを離床センサーとしても活用するための、オプションセンサーの反応
が過敏であることが理由と考えられた

◆設定したKPI
夜勤介護士の勤務中の「歩行数」
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03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～テクノロジーの活用～

• スケジューリング ～ケアカルテ～
◆2025年1月21日 使用開始（納品は12月17日）

◆課題
E-Learningを活用していたが、実際にケアカルテを触ってみないと、分からないことが
多くあった
ケアコネクトジャパン様が準備してくださった「マニュアル」もあったが「習うより慣れろ」だった

◆活用方法
1/21～1/31までは紙の記録とケアカルテでの入力を併用
2/10～紙の記録を無くす計画だったが、実際は2/5～紙の記録を無くすことで運用

◆設定したKPI
申し送りに要する時間 ケース記録に要する時間 勤務中の歩行数（夜勤 看護）
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• 眠りSCAN オプションセンサーの過剰反応への対応
◆従来の「踏んで（握って）反応する形式のセンサーマット」と比較して、オプションセンサーは
「体動」で反応するため、過剰な反応があった。

◆上記を解決するために、プロジェクトメンバーを中心に「現場での話し合い」が進み
活用度が加速した

03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～小さな改善事例の共有～
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• 紙の記録から、タブレット入力（スマートフォン含む）への移行
◆タブレット（スマートフォン含む）の活用が、浸透しずらいと懸念

◆使用し始めると「タブレットでの記録」を積極的に進め、予定よりも早く「紙の記録」
を廃止することができた。「ケアカルテ」に加え音声入力の「ハナスト」も同時に活用

03 取組結果・成果

【手順4】改善活動に取り組もう ～小さな改善事例の共有～
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03 取組結果・成果

【手順5】改善活動を振り返ろう

• 見守り機器 眠りSCAN+オプションセンサー 設定したKPI 夜勤帯 介護士の歩行数

◆夜間帯の目視での巡視 今までは2時間毎に訪室して目視で確認
⇒24:00以後、05：00までは眠りSCAN上で確認し、原則は訪室しない

［訪室しない］ ［訪室する］
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03 取組結果・成果

【手順5】改善活動を振り返ろう

◆見守り機器 眠りSCAN+オプションセンサー 設定したKPI 夜勤帯 介護士の歩数
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03 取組結果・成果

【手順5】改善活動を振り返ろう

• 介護業務支援 ケアカルテ ハナスト iPad  iPhoneSE
  設定したKPI 申し送り時間の短縮

◆従来は介護記録を各階で
「紙に記録」して申し送り時に
聞き取る

⇒介護記録ソフト+タブレット等
の使用で、記録は手元で確認
することができる
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03 取組結果・成果

【手順5】改善活動を振り返ろう

◆介護業務支援 ケアカルテ ハナスト iPad  iPhoneSE
  設定したKPI 申し送り時間の短縮
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03 取組結果・成果

【手順5】改善活動を振り返ろう

• 介護業務支援 ケアカルテ ハナスト iPad  iPhoneSE
  設定したKPI ケース記録の記入時間（手順の変更）

◆従来は各階の日勤リーダーが
全入居者様の様子を介護記録
として手書き記入

⇒タブレット等で介護記録を
入力を実施するため「記録の
入力漏れが無いか？」の確認に
業務手順を変更する
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03 取組結果・成果

【手順5】改善活動を振り返ろう

◆介護業務支援 ケアカルテ ハナスト iPad  iPhoneSE
  設定したKPI ケース記録の記入時間（手順の変更）
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03 取組結果・成果

【手順5】改善活動を振り返ろう

• 介護業務支援 ケアカルテ ハナスト iPad  iPhoneSE
  設定したKPI 看護師の勤務中 歩行数

◆従来は介護記録を各階で
「紙に記録」しているため看護師
が情報を得るためには、各階に
移動しなくてはならなかった

⇒介護記録ソフト+タブレット等
の使用で、記録は手元で確認
することができる。移動が軽減
される
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03 取組結果・成果

【手順5】改善活動を振り返ろう

◆介護業務支援 ケアカルテ ハナスト iPad  iPhoneSE
  設定したKPI 看護師 勤務中 歩行数（手順の変更）
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03 取組結果・成果

【手順6】実行計画を練り直そう

• 2/28(金）プロジェクトメンバーによるMTG実施

◆眠りSCANのデータが、十分に活用できていない
◆眠りSCAN+オプションセンサー導入後、転倒事故に減少がみられない

⇒まだ、データを活用する余裕が無い。
⇒睡眠記録のデータをどのように活用するか、メーカー様の意見を聞いてみる

◆ケアカルテの機能を十分に活用できていない まだまだ活用できる機能が残っているはず
◆今ある業務をケアカルテに移行できることが、あると考える
⇒メーカー様に、説明に来ていただく
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04
取組のまとめ
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04 取組のまとめ

プロジェクトを通じて得た学び・感じたこと、今後の方針

・個人の感想
◆昨年の、6月から取り組んできて、ほんとにしんどかった
そして、勉強になった。
◆プロジェクトが軌道に乗るまで、私に様々なことを質問にくる職員が多くあり
自分自身の業務に余裕を無くす日々が、長くあった。
◆軌道に乗ると、現場ではどんどん使いこなし始め、私の知らない操作まで現場先行で
使いこなし始めて、現場職員に対し頼もしく感じるようになった
◆操作方法や課題を、互いに話し合う光景もみられ、うれしくなった
◆介護専門学校の実習生にも今、機器をつかってもらっているが、目を輝かせて使用している

・理事長から
会社組織の、そして地域のモデル施設として、どんどん活用を進めて欲しい。
ご苦労様です。との声を頂く。
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04 取組のまとめ

職員/利用者からのコメント

• 職員

◆職員間の連携が良くなった（30代 介護職員）
◆想像していたほど、操作に苦労しなかった（60代 介護職員）
◆手元で直ぐに、記録ができるので業務に余裕が出来てきたと思う（50代 介護職員）
◆自宅でのオンコール対応時に、ご入居者の様子を振り返ることができるので
 自信を持って指示を出すことができる（30代 看護職員）
◆どこに居ても、記録が確認できるので休みの日または、施設を不在にしていても
安心できる（50代 管理者）

◆音声入力が反応せず、いらいらする
◆自分だけが、十分に活用できていない感じがして・・・・
◆Wi-fi環境により、自分だけ連絡が入っていないことが多くある
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04 取組のまとめ

職員/利用者からのコメント

• ご入居者 家族様 施設見学者様

◆手元でスマフォを見ていたり、歩きながら「ぶつぶつ」話していたり、最初は戸惑ったけど
説明をして頂いてからは、状況が理解できた （80代 女性）
◆入居直後で、夜に眠ってくれているか心配だったけど、データを見せて頂き安心した

 （80代 男性ご入居者 家族様）

◆高額な（高額に思える）機械を入れられて・・・値上げ、しませんよね？（家族様）
◆便利な世の中になりましたねぇ★ （家族様）
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04 取組のまとめ

プロジェクトを通じて得た学び・感じたこと、今後の方針

・今後
今、導入した介護ロボット ICT機器以外の導入も検討し、更に生産性向上に向かい合って
いきたい。既に「LINE WORKS」導入で 往診医 施設 薬局 の連携が良くなって
いる。Wi-fi タブレット（スマートフォン）の活用で、更なる生産性向上が広がる。

・今回のKPIでは、時間短縮に焦点があたっており、個々の「負担軽減（体感）」
も集約していきたい

 




	表紙
	スライド 1: エバーライフ御殿山による                    「介護/看護職員 中心の職場づくり」の取り組み報告

	目次
	スライド 2

	01 事業所の概要
	スライド 3: 01
	スライド 4: 01　事業所概要
	スライド 5: 01　事業所概要
	スライド 6: 01　事業所概要
	スライド 7: 02
	スライド 8: 02　取組概要・流れ
	スライド 9: 03
	スライド 10: 03　取組結果・成果 【手順１】改善活動の準備をしよう　
	スライド 11: 03　取組結果・成果 【手順１】改善活動の準備をしよう　
	スライド 12: 03　取組結果・成果 【手順１】改善活動の準備をしよう　
	スライド 13: 03　取組結果・成果 【手順2】現場の課題を見える化しよう
	スライド 14: 03　取組結果・成果 【手順3】実行計画を立てよう
	スライド 15: 03　取組結果・成果 【手順3】実行計画を立てよう
	スライド 16: 03　取組結果・成果 【手順3】実行計画を立てよう
	スライド 17: 03　取組結果・成果 【手順4】改善活動に取り組もう ～導入準備～
	スライド 18: 03　取組結果・成果 【手順4】改善活動に取り組もう ～導入準備～
	スライド 19: 03　取組結果・成果 【手順4】改善活動に取り組もう ～手順書・マニュアルの作成～
	スライド 20: 03　取組結果・成果 【手順4】改善活動に取り組もう ～手順書・マニュアルの作成～
	スライド 21: 03　取組結果・成果 【手順4】改善活動に取り組もう ～テクノロジーの活用～
	スライド 22: 03　取組結果・成果 【手順4】改善活動に取り組もう ～テクノロジーの活用～
	スライド 23: 03　取組結果・成果 【手順4】改善活動に取り組もう ～小さな改善事例の共有～
	スライド 24: 03　取組結果・成果 【手順4】改善活動に取り組もう ～小さな改善事例の共有～
	スライド 25: 03　取組結果・成果 【手順5】改善活動を振り返ろう
	スライド 26: 03　取組結果・成果 【手順5】改善活動を振り返ろう
	スライド 27: 03　取組結果・成果 【手順5】改善活動を振り返ろう
	スライド 28: 03　取組結果・成果 【手順5】改善活動を振り返ろう
	スライド 29: 03　取組結果・成果 【手順5】改善活動を振り返ろう
	スライド 30: 03　取組結果・成果 【手順5】改善活動を振り返ろう
	スライド 31: 03　取組結果・成果 【手順5】改善活動を振り返ろう
	スライド 32: 03　取組結果・成果 【手順5】改善活動を振り返ろう
	スライド 33: 03　取組結果・成果 【手順6】実行計画を練り直そう

	04_取組のまとめ
	スライド 34: 04
	スライド 35
	スライド 36: 04　取組のまとめ 職員/利用者からのコメント
	スライド 37: 04　取組のまとめ 職員/利用者からのコメント
	スライド 38

	裏表紙_白ベース
	スライド 39


